
岡
田
靖
雄

精
神
科
で
働
い
た
看
護
者
に
よ
る
回
想
録
が
い
く
つ
か
で
て
お

り
、
ま
た
浦
野
シ
マ
『
日
本
精
神
科
看
護
史
』
（
牧
野
出
版
、
東
京
、

一
九
八
二
年
）
の
著
も
あ
る
。
だ
が
、
精
神
科
看
護
史
の
基
本
的
視

点
は
そ
れ
ら
の
も
の
で
は
は
っ
き
り
定
式
化
さ
れ
て
い
な
い
。

わ
た
し
の
『
私
説
松
沢
病
院
史
』
（
岩
崎
学
術
出
版
社
、
東
京
、

一
九
八
一
年
）
は
、
患
者
の
処
遇
な
ら
び
に
看
護
人
（
こ
れ
は
看
護

夫
・
看
護
婦
の
総
称
で
あ
る
）
の
処
遇
を
二
本
の
柱
と
し
て
い
る
。

患
者
の
処
遇
と
い
う
視
点
は
、
松
沢
病
院
で
わ
た
し
が
受
け
も
っ
て

い
た
「
不
潔
病
棟
」
で
の
患
者
の
惨
状
お
よ
び
立
津
政
順
「
戦
争
中

の
松
沢
病
院
入
院
患
者
死
亡
率
」
（
一
九
五
八
年
）
か
ら
受
け
た
衝

撃
に
よ
る
。
看
護
人
の
待
遇
に
目
を
向
け
た
の
は
、
病
棟
主
任
で
あ

っ
た
北
島
治
雄
さ
ん
（
一
九
一
二
一
年
見
習
看
護
人
）
か
ら
聞
か
さ
れ

た
戦
前
・
戦
中
の
物
語
り
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

と
こ
ろ
で
、
一
七
九
三
年
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ピ
ネ
ル
が
ビ
セ
ー
ト

精
神
科
看
護
史
の
諸
問
題

ル
病
院
で
患
者
を
鎖
か
ら
解
放
し
た
こ
と
が
近
代
精
神
医
学
の
第
一

歩
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
実
質
的
に
看
護
長
ピ
ュ
サ
ン
の
実
践

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
呉
秀
三
に
よ
る
巣
鴨
病
院
改
革
の
大
半

も
、
医
師
よ
り
は
何
人
か
の
す
ぐ
れ
た
看
護
長
に
支
え
ら
れ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
、
精
神
科
医
療
史
の
中
軸
は
精
神
科
看
護
史
で
あ

っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
他
方
で
、
一
般
の
看
護
史
は
男
の
看
護
者
に

ほ
と
ん
ど
ふ
れ
ず
、
精
神
科
看
護
史
に
関
す
る
記
載
も
少
な
い
。
さ

ら
に
、
一
般
に
看
護
者
の
勤
務
時
間
・
給
料
に
つ
い
て
の
記
載
も
乏

し
い
。ま

ず
松
沢
病
院
に
つ
い
て
看
護
人
の
勤
務
時
間
を
染
よ
う
。
『
神

経
学
雑
誌
』
第
三
二
巻
（
一
九
三
○
年
）
に
、
ド
イ
ツ
か
ら
呉
主
幹

に
看
護
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
の
に
対
す
る
回
答
が
の

っ
て
い
る
の
に
よ
る
と
、
「
看
護
人
は
い
づ
れ
も
左
の
如
く
勤
務
す
。

第
一
日
は
午
前
九
時
よ
り
夜
十
二
時
迄
病
室
勤
務
。
夜
半
十
二
時
よ

り
午
前
六
時
迄
病
室
就
辱
、
第
二
日
午
前
六
時
よ
り
午
後
九
時
迄
病

室
勤
務
、
そ
れ
よ
り
午
前
六
時
ま
で
病
室
就
辱
、
第
三
日
午
前
六
時

よ
り
午
後
六
時
ま
で
病
室
勤
務
、
其
後
よ
り
夜
半
十
二
時
ま
で
病
室

就
辱
、
〔
夜
半
十
二
時
よ
り
午
前
九
時
ま
で
病
室
勤
務
〕
第
四
日
午

前
九
時
よ
り
次
の
日
午
前
九
時
ま
で
休
息
、
第
五
日
は
第
一
日
に
同
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じ
以
下
順
繰
」
。
こ
の
勤
務
形
態
は
巣
鴨
病
院
時
代
か
ら
ほ
ぼ
同
様

で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
給
与
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、

一
九
一
三
年
十
月
に
見
習
看
護
夫
で
日
給
六
○
銭
、
翌
年
一
月
看
護

夫
で
日
給
六
五
銭
、
同
六
日
よ
り
二
等
看
護
夫
で
日
給
六
八
銭
、
十
二

月
よ
り
、
一
等
看
護
夫
で
日
給
七
○
銭
、
一
九
二
三
年
中
の
賞
与
は

三
月
に
三
円
、
十
二
月
に
三
三
円
で
あ
っ
た
。
当
時
大
工
の
平
均
手

間
賃
が
一
日
三
円
五
三
銭
、
巡
査
の
初
任
月
給
が
四
五
円
で
あ
っ

た
。
同
年
に
紡
績
工
業
お
よ
び
衣
類
身
回
り
工
業
の
織
工
の
一
日
平

均
賃
金
が
○
・
九
三
七
円
で
あ
り
、
就
職
し
て
数
年
の
看
護
人
給
が

紡
績
女
工
に
ほ
ぼ
並
ぶ
こ
と
に
な
る
。
宿
舎
そ
の
他
の
条
件
も
き
わ

め
て
劣
悪
で
あ
っ
た
。
『
読
売
新
聞
』
一
九
○
三
年
連
載
の
「
人
類

の
最
大
暗
黒
界
痕
癒
病
院
」
は
東
京
府
内
の
七
精
神
科
病
院
の
実
情

を
あ
ば
き
だ
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、
看
護
人
が
自
分
の
食
費
を

う
か
せ
る
た
め
に
患
者
の
食
事
を
か
す
め
て
い
る
様
子
が
描
き
だ
さ

れ
て
い
る
。

そ
こ
で
男
女
と
も
に
看
護
人
の
定
着
は
き
わ
め
て
わ
る
い
。
年
内

に
大
半
が
入
れ
代
わ
り
、
看
護
技
術
の
蓄
積
も
う
す
い
も
の
に
な
っ

て
い
た
。
労
働
争
議
も
精
神
病
院
で
は
か
な
り
多
か
っ
た
。
労
働
運

動
史
に
は
一
九
○
三
年
四
月
「
巣
鴨
病
院
看
護
婦
一
六
名
ス
ト
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
記
載
の
具
体
的
事
実
は
ま
だ
確
認
で
き

て
い
な
い
。
こ
れ
は
東
京
精
神
病
院
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
一
九
二
○
年
代
か
ら
は
精
神
科
病
院
で
の
労
働
運
動
に
つ
い
て

確
実
な
資
料
が
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
五
六
年
の
新
潟
精
神

病
院
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
戦
後
に
お
け
る
病
院
ス
ト
ラ
イ
キ
の
先
駆
を

な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
医
療
労
働
運
動
史
の
な
か
で
、
精
神
科
病
院

に
お
け
る
運
動
の
占
め
る
比
重
は
大
き
い
。

戦
前
に
お
け
る
精
神
科
看
護
人
の
養
成
は
、
主
と
し
て
院
内
の
講

習
所
で
な
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
教
課
を
終
了
す
る
人
は
ご
く
少
数

で
あ
っ
た
。

東
京
府
癩
狂
院
ｌ
東
京
府
巣
鴨
病
院
の
初
期
の
看
護
長
で
は
、
軍

人
あ
る
い
は
警
察
官
の
経
歴
を
有
す
る
人
が
目
だ
つ
。
こ
う
い
う
な

か
で
、
日
本
赤
十
字
社
第
一
回
看
護
養
成
所
を
卒
業
し
た
清
水
耕
一

（
一
八
七
三
’
一
九
三
五
）
は
、
「
松
沢
の
至
宝
」
と
称
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
清
水
の
著
『
新
撰
看
護
学
（
附
精
神
病
看
護
学
）
』
は
、
一
九

○
八
年
に
初
版
を
出
し
、
一
九
三
三
年
に
は
第
一
○
版
を
出
す
に
至

っ
た
。「

愛
情
と
忍
耐
」
を
そ
の
標
語
的
代
表
と
す
る
戦
前
の
精
神
科
君
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護
の
理
念
に
は
、
古
い
道
徳
の
匂
い
も
強
い
が
、
現
在
も
学
ぶ
べ
き

多
く
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
）

奈
良
時
代
中
国
大
陸
か
ら
漢
方
医
学
が
伝
来
し
、
和
漢
薬
と
そ
の

製
剤
を
用
い
る
漢
方
医
学
が
徳
川
末
期
ま
で
続
い
た
。
鎖
国
と
な
る

と
長
崎
の
和
蘭
商
館
の
医
官
を
通
じ
て
和
蘭
医
学
が
伝
わ
り
、
と
く

に
ボ
ン
。
へ
の
努
力
に
よ
り
、
文
久
元
年
、
日
本
最
初
の
洋
式
病
院
長

崎
養
生
所
が
開
院
し
、
彼
は
日
本
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
医
学
生
に
西

洋
医
学
の
ほ
か
、
薬
室
に
て
処
方
雲
調
剤
を
も
教
え
た
。
後
任
の
ポ
ー

ド
イ
ン
も
ボ
ン
。
へ
同
様
で
あ
っ
た
。
医
学
生
は
日
本
各
地
へ
帰
り
、

病
院
が
処
方
妻
調
剤
を
行
う
医
薬
兼
業
の
西
洋
医
学
。
長
崎
式
西
洋

医
学
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
三
五
巻
、
一
五
三
頁
）
を
日
本
中

に
拡
め
た
。
江
戸
で
は
幕
府
の
西
洋
医
学
所
を
興
し
、
こ
れ
は
明
治

と
な
る
と
大
学
東
校
・
東
京
帝
国
大
学
へ
と
発
展
し
た
。
「
明
治
と

な
り
ポ
ー
ド
イ
ン
は
浪
華
仮
病
院
・
国
立
医
学
校
病
院
（
院
長
緒
方

惟
準
）
へ
転
じ
、
後
任
の
エ
ル
メ
リ
ン
ス
（
院
長
高
橋
正
純
）
の
明

治
五
年
、
文
部
省
は
学
制
改
革
を
行
い
大
阪
を
廃
校
と
し
た
」
。

帝
国
大
学
医
学
部
薬
学
科
の
発
展

中
室
嘉
祐
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